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歩 掛 参 考 見 積 募 集 要 領 

 

次のとおり歩掛参考見積を募集します。 

 

  令和 ７年 １月２７日 

 

独立行政法人水資源機構 

旧吉野川河口堰管理所長 犬童 眞二 

 

１．目的 

この歩掛参考見積の募集は、旧吉野川河口堰管理事業で予定している業務の積算の参考

とするために作業歩掛を募集するものです。 

 

２．参考見積書提出の資格 

(1)水資源機構における令和５・６年度一般競争（指名競争）参加資格業者の認定を受け

ていることとします。 

(2)営業に関し法律上必要とされる資格を有していることとします。 

(3)水資源機構から「工事請負契約等に係る指名停止等の措置要領」（平成６年５月３１

日付け６経契第４４３号）に基づき、吉野川水系関連区域において指名停止を受けてい

ないこととします。 

 

３．参考見積書の提出等 

参考見積書は、次に従い提出してください。 

(1)参考見積書は作業項目毎に必要な技術者の人数を記載し提出して下さい。 

なお、歩掛参考見積書の様式は別紙様式を参考にして下さい。 

(2)見積有効期限 令和７年３月３１日まで 

(3)提 出 期 間  令和７年２月４日（火）から令和７年２月１０日（月）まで 

持参する場合は、上記期間の土曜日、日曜日及び祝日を除く毎日、午

前９時から午後５時まで 

(4)提出先 

独立行政法人水資源機構 旧吉野川河口堰管理所長 犬童 眞二 宛 

【担当】施設管理グループ 藤田（ふじた） 

〒７７１－０１４４ 徳島県徳島市川内町榎瀬８４１ 

TEL ０８８－６６５－１４３５ FAX ０８８－６６５－１３７４ 

(5)提出方法 

書面は持参、郵送又はＦＡＸ（本件責任者及び担当者の氏名及び連絡先を書面に明記 

すること若しくは社印の押印があること）により提出するものとします。 

 

４．参考見積内容 

(1)業務基本条件、業務作業項目及び作業内容 
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別添資料－１「見積仕様書」のとおりとします。 

(2)業務費の構成と歩掛見積範囲 

① 本歩掛参考見積を適用する業務費の構成は、当機構が別に制定する「積算基準及び

積算資料（機械編）」（以下「基準書」という。）によるものとします。 

② 歩掛参考見積の範囲は、基準書で定義されている直接人件費のうち、上記(1)を実

施する為に必要な技術者の人数を算出します。 

(3)技術者の職種と定義 

国土交通省が公表している「令和６年度設計業務委託等技術者単価」における「技術

者の職種区分定義」によるものとします。 

 

５．募集要領に対する質問 

この募集要領に対する質問がある場合は、次に従い書面（様式は自由）により提出して

ください。 

(1)提出期間：令和７年１月２８日（火）から令和７年２月３日（月）まで 

ただし、持参する場合は、上記期間の「行政機関の休日に関する法律」（昭和６３年

法律第９１号）第１条に規定する行政機関の休日（以下「行政機関の休日」という。）

を除く毎日９時から１７時まで（１２時から１３時までを除く。） 

(2)提出場所：３．(4)に同じ。 

(3)提出方法：３．(5)に同じ。 

 

６．質問に対する回答 

質問に対する回答書は、次のとおり閲覧に供します。 

(1)閲覧期間：令和７年２月４日（金）から令和７年２月１０日（月）まで 

(2)閲覧方法：ホームページに掲載します。 

 

７．参考見積書作成及び提出に要する費用 

参考見積提出者の負担とします。 

 

８．ヒアリング 

提出していただいた参考見積書についてヒアリングを実施することがあります。 

 

－ 以  上 － 



 

（別添資料－1） 

見 積 仕 様 書 
 

第 1 節 業務目的 
１．この見積仕様書は、独立行政法人水資源機構（以下「機構」という。）が別に定める「設

計業務等共通仕様書（平成２７年４月）（以下「共通仕様書」という。）に優先して、「河

口堰開閉装置更新詳細設計業務」（以下「本業務」という。）に適用する。 
２．この見積仕様書は、機構が徴収する本業務の歩掛参考見積りに適用する。 

 
第 2 節 資料の貸与及び返却 

1. 本業務の貸与資料は、次のとおりである。 
(1) 気候変動を踏まえた河口堰影響検討業務 報告書（令和 5 年 3 月） 
(2) 本業務の設計図書 
(3) その他必要な資料（開閉装置更新後の機器配置図面） 

 
第 3 節 業務内容 

業務内容は、次表に示すとおりとする。 

 
第 4 節 対象設備及び設計範囲 

業務対象設備及び設計範囲は以下のとおりである。 

 
第 5 節 基本事項の決定 

本業務の設備更新について、開閉装置更新後の建屋の図面修正及び数量計算の検討を行

うものとし、業務対象設備の仕様については別表-1「設備諸元」による。 
具体的には建屋の扉や形状、点検用歩廊の設置位置に関する図面作成・修正及び数量計

算の作成である。 
 
第 6 節 設計図面 

検討結果に基づき、必要な図面作成、修正を行うものとする。 
１．設計図 
(1)全体構成図 
(2)一般構成図 
 

項  目 業  務  内  容 備 考 
基本事項の決定 基本事項の照査  

設計図面 設計図  

数量計算 機器計算書（内訳書、集計書）  

施 設 名 設 備 名 数 量 設計範囲 備 考 
旧吉野川河口堰 調節ゲート（上段扉） 1 門分 開閉装置更新後の建屋の

図面修正及び数量算出 
 

調節ゲート（下段扉） 
制水ゲート（1 号） 1 門分 

今切川河口堰 調節ゲート（上段扉） 1 門分 開閉装置更新後の建屋の

図面修正及び数量算出 
 

調節ゲート（下段扉） 
制水ゲート（1 号） 1 門分 



 

第 7 節 数量計算 
設計計算は全て Excel で計算リンクがなされていること。部品・機器類はメーカ名、規

格、形式等を明記しカタログを添付すること。 
 

以 上 

  



 

別表-1 
設 備 一 覧 

 

 

今　　切　　川　　河　　口　　堰　　水　　門　　設　　備

吉　　野　　川　　水　　系　　今　　切　　川

右岸：徳島県徳島市川内町榎瀬　　左岸：徳島県板野郡北島町鯛浜

調節ゲート 制水ゲート

昭和４８年８月 昭和４８年８月

平成９年３月 １号～４号　平成　９年３月

５号～６号　平成１０年３月

日立造船㈱ 日立造船㈱

１　　　門 ６　　　門

シェル構造２段式 シェル構造

ローラゲート ローラゲート

２５．０ｍ×６．０ｍ ２５．０ｍ×６．０ｍ

３方ゴム水密及び扉体間ゴム水密 ３方ゴム水密

２Ｍ２Ｄワイヤロープウインチ式 ２Ｍ２Ｄワイヤロープウインチ式

０．３m/min ０．３m/min

開 ８．７０ｍ ８．７０ｍ

機側及び遠方 機側及び遠方

閉 常　用 上段扉  電動機3φ400V 5.5kW×2台 電動機3φ400V 5.5kW×2台/門

下段扉  電動機3φ400V 7.5kW×2台

装 予　備 上段扉  電動機3φ400V 1.5kW×2台 可搬式予備動力装置

下段扉  可搬式予備動力装置　　　

置 常　用 商用電力　3φ400V

予　備 三相交流発電機  ３φ４００Ｖ　２５０ｋＶＡ×２台

４サイクル水冷直接噴射式ディーゼルエンジン　２２１ｋＷ×２台（旧吉野川河口堰管理所受変電室）

形式・規格 　上段扉  ﾍﾘｶﾙ減速機　ｉ=1/171 ﾍﾘｶﾙ減速機　ｉ=1/171

　下段扉  ﾍﾘｶﾙ減速機　ｉ=1/209.9

メーカー 阪神動力㈱ 阪神動力㈱

電動油圧押上ブレーキ 電動油圧押上ブレーキ

電磁ブレーキ（電動機内蔵） 電磁ブレーキ（電動機内蔵）

手動脱着フック吊式 手動脱着フック吊式

付 階段・踊場 歩廊、手摺（管理橋～堰柱） 歩廊、手摺（管理橋～堰柱）

属 螺旋階段 螺旋階段

塗 扉　　体 外面：エポキシ樹脂 外面：エポキシ樹脂

装 内面：タールエポキシ樹脂 内面：タールエポキシ樹脂

仕 戸 当 り エポキシ樹脂 エポキシ樹脂

様 開閉装置 鉛丹錆止め＋フタル酸樹脂 鉛丹錆止め＋フタル酸樹脂

付属設備 溶融亜鉛メッキ 溶融亜鉛メッキ

減

速

機

制 動 機

休止装置

開閉方式

開閉速度

揚　　程

操作方式

動

力

動

力

源

開閉装置更新年月

製作据付会社

門　　　　数

扉

体

･

戸

当

ゲート形式

純系間×有効高

水密方式

設備の名称

場

所

水系名・河川名

地名

ゲート名称

完成年月日



 

 
 

旧　　吉　　野　　川　　河　　口　　堰　　水　　門　　設　　備

吉　　野　　川　　水　　系　　旧　　吉　　野　　川

右岸・左岸：徳島県板野郡松茂町中喜来

調節ゲート 制水ゲート

昭和５０年８月 昭和５０年８月

平成１１年　３月 １号　　　　平成１１年３月

２号～４号　平成１２年３月

５号　　　　平成１３年３月

㈱栗本鐵工所 ㈱栗本鐵工所

１門 ５門

シェル構造２段式 ローラゲート

ローラゲート

２５．０ｍ×７．３ｍ ２５．０ｍ×７．３ｍ

３方ゴム水密及び扉間ゴム水密 ３方ゴム水密

２Ｍ２Ｄワイヤロープウインチ式 ２Ｍ２Ｄワイヤロープウインチ式

０．３m/min ０．３m/min

開 ９．５ｍ ９．５ｍ

機側及び遠方 機側及び遠方

閉 常　用 上段扉  電動機3φ400V 7.5kW×2台 電動機3φ400V 7.5kW×2台/門

下段扉  電動機3φ400V　11kW×2台

装 予　備 上段扉  電動機3φ400V 2.2kW×2台 可搬式予備動力装置

下段扉  可搬式予備動力装置　　　

置 常　用 商用電力　3φ400V

予　備 三相交流発電機  ３φ４００Ｖ　２５０ｋＶＡ×２台

４サイクル水冷直接噴射式ディーゼルエンジン　２２１ｋＷ×２台（旧吉野川河口堰操作所受変電室）

形式・規格 　上段扉  ﾍﾘｶﾙ減速機　ｉ=1/243 ﾍﾘｶﾙ減速機　ｉ=1/243

　下段扉  ﾍﾘｶﾙ減速機　ｉ=1/240

メーカー 阪神動力㈱ 阪神動力㈱

電動油圧押上ブレーキ 電動油圧押上ブレーキ

電磁ブレーキ（電動機内蔵） 電磁ブレーキ（電動機内蔵）

手動脱着フック吊式 手動脱着フック吊式

付 階段・踊場 歩廊、手摺（管理橋～堰柱） 歩廊、手摺（管理橋～堰柱）

属 螺旋階段 螺旋階段

塗 扉　　体 外面：エポキシ樹脂 外面：エポキシ樹脂

装 内面：タールエポキシ樹脂 内面：タールエポキシ樹脂

仕 戸 当 り エポキシ樹脂 エポキシ樹脂

様 開閉装置 鉛丹錆止め＋フタル酸樹脂 鉛丹錆止め＋フタル酸樹脂

付属設備 溶融亜鉛メッキ 溶融亜鉛メッキ

減

速

機

制 動 機

休止装置

開閉方式

開閉速度

揚　　程

操作方式

動

力

動

力

源

ゲート名称

完成年月日

開閉装置更新年月

製作据付会社

門　　　　数

扉

体

・

戸

当

ゲート形式

純系間×有効高

水密方式

設備の名称

場

所

水系名・河川名

地名



河口堰開閉装置更新詳細設計業務

参　　考　　図

独立行政法人水資源機構

旧吉野川河口堰管理所



施設全体図 2

③

河口堰開閉装置更新詳細設計業務

図　　面　　名　　称 整理番号

① 位  置  図 1

②

⑤ 今切川河口堰調節ゲート　一般図 5

⑥ 今切川河口堰制水ゲート　一般図 6

旧吉野川河口堰調節ゲート　一般図 3

④ 旧吉野川河口堰制水ゲート　一般図 4

⑦ 旧吉野川河口堰管理所　高圧受変電設備　単線結線図 7

⑧ 旧吉野川河口堰操作所　高圧受変電設備　単線結線図 8



出典：国土地理院

－ 1

名　称 位  置  図

登録番号 整理番号

独立行政法人水資源機構 旧吉野川河口堰管理所

工事名 河口堰開閉装置更新詳細設計業務

今切川河口堰

旧吉野川河口堰管理所

旧吉野川河口堰



－ 2

独立行政法人水資源機構 旧吉野川河口堰管理所

工事名 河口堰開閉装置更新詳細設計業務

名　称 施設全体図

登録番号 整理番号

＜今切川河口堰＞

＜旧吉野川河口堰＞



－ 3

工事名 河口堰開閉装置更新詳細設計業務

名　称 旧吉野川河口堰調節ゲート　一般図

登録番号 整理番号

独立行政法人水資源機構 旧吉野川河口堰管理所



－ 4登録番号 整理番号

独立行政法人水資源機構 旧吉野川河口堰管理所

工事名 河口堰開閉装置更新詳細設計業務

名　称 旧吉野川河口堰制水ゲート　一般図



－ 5

工事名 河口堰開閉装置更新詳細設計業務

名　称 今切川河口堰調節ゲート　一般図

登録番号 整理番号

独立行政法人水資源機構 旧吉野川河口堰管理所



－ 6

工事名 河口堰開閉装置更新詳細設計業務

名　称 今切川河口堰制水ゲート　一般図

登録番号 整理番号

独立行政法人水資源機構 旧吉野川河口堰管理所



－ 7登録番号 整理番号

独立行政法人水資源機構 旧吉野川河口堰管理所

工事名 河口堰開閉装置更新詳細設計業務

名　称 旧吉野川河口堰管理所
高圧受変電設備　単線結線図



－ 8登録番号 整理番号

独立行政法人水資源機構 旧吉野川河口堰管理所

工事名 河口堰開閉装置更新詳細設計業務

名　称 旧吉野川河口堰操作所
高圧受変電設備　単線結線図



別紙様式

件名：河口堰開閉装置更新詳細設計業務

●工数記載にあたっての注意点

（１）業務作業項目、作業内容

　　業務作業項目は表のとおり。作業内容は見積仕様書のとおりです。

（２）業務費の構成と歩掛見積徴収範囲

　　①本歩掛参考見積を適用する業務費の構成は、当機構が別に制定する「積算基準及び積算資料（機械編）」

　　　（以下「基準書」　という。）によるものとします。

　　②歩掛参考見積徴収範囲は基準書で定義されている直接人件費のうち、上記（1)「業務作業項目、作業内容」を

　　　実施する為に必要な技術員の人数等を徴収します。

（３）技術者の職種と定義

　　国土交通省が公表している「令和6年度設計業務委託等技術者単価」における「技術者の職種区分定義」に

　　よるものとします。

（４）その他

　　本見積書の有効期限は令和7年3月31日までとします。
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① 歩掛参考見積書

独立行政法人水資源機構 　 　　　年　　　月　　　日

　旧吉野川河口堰管理所長　犬童　眞二

会社名

印

参考見積様式

区分 単位 技師長(人) 主任技師(人) 技師A(人） 技師Ｂ(人） 技師Ｃ(人） 技術員(人）

【旧吉野川河口堰】

1．基本事項の決定 １式

2．設計図面 １式

3．数量計算 １式

小計

【今切川河口堰】

1．基本事項の決定 １式

2．設計図面 １式

3．数量計算 １式

小計

② その他（特記事項があれば記載）
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